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菊陽杉並木公園アーバンスポーツ施設等整備工事（設計・施工） 

公募型プロポーザル実施要項 

 

１ 目的 

菊陽町（以下「町」という。）では、半導体企業の立地等に伴う経済発展や人口増加

に対応するため、誰もが住みやすい豊かなまちづくりのための憩いの場として、町内

最大の都市公園である菊陽杉並木公園を拡張し、「アーバンスポーツ施設」及び「町

民グラウンド」などの整備を行い、将来的に「菊陽町総合運動公園」として管理・運

営する予定である。特にアーバンスポーツ施設については、スケートボードや３Ｘ３

などがオリンピックの競技種目となり、近年、アーバンスポーツへの注目が高まって

いることから、新たな観光・誘客・賑わいの拠点として、全国大会や世界大会の誘致

が可能な施設を整備し、地域活性化を図ることを目的としている。 

本年度、菊陽杉並木公園拡張整備に係る設計業務を委託し、公園拡張区域における

造成計画、施設配置計画、基本設計図などを作成したところである。 

本事業は、菊陽杉並木公園の拡張整備におけるアーバンスポーツ施設等の整備につ

いて、豊かな経験、確かな技術力、関係団体等との調整力、柔軟かつ高度な発想力及

び想像力を有し、町の意向を十分に理解した上で、設計から施工までを一括で行うこ

とができる事業者を選定するため「公募型プロポーザル」を実施する。 

 

２ 事業の概要 

(1) 名称 

菊陽杉並木公園アーバンスポーツ施設等整備工事（設計・施工） 

(2) 場所 

熊本県菊池郡菊陽町大字原水地内 

(3) 業務内容 

   アーバンスポーツ施設及び管理棟等の実施設計業務、工事監理業務及び建設工事 

   詳細は、別紙「菊陽杉並木公園アーバンスポーツ施設等整備工事（設計・施工）

要求水準書」（以下「要求水準書」という。）のとおり。 

(4) 履行期間 

契約締結日の翌日から令和７年３月３１日(月)まで 

ただし、本要項１５(6)のとおり、延長することができる。 

(5) 総事業費（提案上限額） 

１，２７７，０００，０００円（消費税及び地方消費税の額を含む） 

 

３ 選定方法 

本要項に記載する技術提案書等を求め、提案事業者の経験並びに実施の能力、提案

内容及び提案価格を総合的に比較検討し、最適な受注候補者を本プロポーザルにより

選定する。 

 

４ 参加資格 

参加資格を有する者は、次に掲げる要件に該当し、本事業を行う能力を有する企業

又は複数の企業で構成する共同企業体（以下「共同企業体」という。）とする。共同企
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業体の場合は、共同企業体届出書兼委任状 （様式第２号）により代表企業及び構成員

を明確にするとともに、連携してその責務を負うものとし、町への質問や書類提出等

は代表企業が行うこと。 

なお、業務の一部を再委託する場合は、その企業、団体名や役割を明確にすること。 

(1) 共通の参加資格要件 

① 菊陽町競争入札参加資格名簿に登録されている者であること。ただし、当該資

格を有していない者であっても、参加手続き時に、町が求める資格審査表（添付

書類を含む。）を提出し、受理された場合は、参加資格を有するものとする。 

② 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当す

る者ではないこと。 

③ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）又は民事再生法（平成１１年法律第

２２５号）等に基づく再生又は再生手続等を行っていないこと。 

④ 破産法（平成１６年法律第７５号）に基づく破産の申立てがなされていないこ

と。 

⑤ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第

２条第２号に規定する暴力団及びそれらの利益となる活動を行うものではない

こと。 

⑥ 菊陽町工事等請負・委託契約に係る指名停止等の措置要領（平成８年菊陽町要

領第３号）に基づく指名停止措置を契約予定日までの間、受けていない者である

こと。 

⑦ 法人税、消費税、地方消費税及び市町村税等の滞納がないこと。 

 (2) 設計者及び工事監理者の参加資格要件 

  ① 建築士法（昭和２５年法律第２０２号）第２３条の３第１項の規定に基づく一

級建築士事務所の登録を受けていること。 

  ② 平成２５年度以降に、スケートボード施設（ストリート競技施設又はパーク競

技施設）の基本設計又は実施設計の実績を有するものであること。 

 (3) 施工者の参加資格要件 

  ① 建設業法（昭和２４年法律第１００号）の規定に基づく特定建設業（建築工事

業）の許可を受けていること。 

 

５ 応募条件 

本プロポーザルへの提案は、１事業者（共同企業体の構成員を含む。）につき１案

とする。 

 

６ 現場説明の有無 

本プロポーザルに係る現場説明は行わない。応募者が現地確認を行い、町が質問に

回答することで必要な説明を行うものとする。 

 

７ スケジュール 

スケジュールは以下のとおりとする。ただし、都合により変更する場合がある。 

内  容 期 日（実施予定日） 

公募の開始 令和６年１２月１３日（金） 
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質問の受付 
令和６年１２月１３日（金）から 

令和７年 １月 ８日（水）正午まで 

質問に対する回答 令和７年 １月１０日（金）まで 

参加意向申出書の提出期限 令和７年 １月１４日（火）午後５時まで 

書類審査（一次審査）結果通知 令和７年 １月１６日（木） 

技術提案書類の提出期限 令和７年 １月２３日（木）正午まで 

本審査（プレゼンテーションの実施） 令和７年 １月２８日（火） 

審査結果通知 令和７年 １月下旬予定 

仮契約の締結 令和７年 ２月上旬予定 

本契約（町議会議決案件） 令和７年 ２月中旬予定 

 

８ 本要項及び要求水準書に関する質問の受付及び回答 

(1) 受付方法 

質問書（様式第１０号）により電子メールにて「１７ 事業担当部署」へ提出す

ること。なお、必ず電話により受信の確認をすること。 

(2) 受付期間 

令和６年１２月１３日（金）から令和７年１月８日（水）正午まで 

(3) 回答方法 

令和７年１月１０日（金）までに質問回答書としてとりまとめ、菊陽町ホームペ

ージ上に掲載する。なお、回答にあたり、質問をした社名又は名称等は明らかにし

ない。また、質問内容に事業者が特定されるものがある場合は、回答から除外する

ことがある。 

(4) その他 

① 上記の受付方法及び受付期間以外の質問は、一切受けつけない。 

② 回答の内容に疑義がある場合でも、町はそれ以上の質問に回答しない。 

③ 回答内容は、本要項等の追加又は修正とみなす。 

 

９ 参加意向申出書の提出 

本プロポーザルに参加を希望する者は、次の書類等を提出すること。 

なお、期限までに参加意向申出書の提出がない者については、本プロポーザルに参

加できない。  

提出書類 ①参加意向申出書【様式第１号】 

②共同企業体届出書兼委任状【様式第１号の２】※共同企業体の場合

のみ 

③会社概要【様式第２号】 

④資格審査表【様式第３号】※令和６年度の菊陽町競争入札参加資格

者でない場合のみ 

⑤協力企業等届出書【様式第４号】 ※必要な場合のみ 

⑥業務執行体制表【様式第５号】 

⑦業務実績書【様式第６号】 

⑧予定技術者の経歴調書【様式第７号】 
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提出期限 令和７年１月１４日（火）午後５時まで 

提出先 

及び 

提出方法 

持参又は郵送により「１７ 事業担当部署」へ提出すること。持参の場

合は土日、祝日を除く午前９時から午後５時までに提出すること。郵

送の場合は、一般書留又は簡易書留により提出期限内に必着のこと。 

提出部数 １２部（正本１部とし、副本１１部は複写で可） 

 

１０ 書類審査（一次審査） 

(1) 書類審査（一次審査）は、参加意向申出者の構成及び資格要件の適格審査を行う。 

(2) 要件を満たしていない場合は、失格とする。 

(3) 書類審査（一次審査）の結果は、参加意向申出者に対して令和７年１月１６日（木）

に通知する。結果書類を封書にて送付、及び結果を電子メールにて通知するととも

に、一次選定者に対しては技術提案書提出要請書を発送する。 

 

１１ 技術提案書類等の提出 

本プロポーザルの技術提案書提出の要請を受けた者は、次の書類を提出すること。 

提出書類 ①技術提案提出書【様式第８号】 

②技術提案書【任意様式】 

※ 技術提案書は別紙 「要求水準書」の内容を踏まえ、以下のことに

ついて具体的に提案すること。また、用紙の大きさはＡ３版横型を基

本とし、文字の大きさは１１ポイント以上（図表においてはこの限り

でない。）、表紙及び目次を除き１０頁以内とすること。なお、町が示

す本プロポーザルに関する参考資料を提案書に使用することも可と

する。 

・配置計画、施設計画、景観計画等 

・魅力的な施設としての創意工夫 

・全国大会や世界大会の誘致が可能な施設となる根拠 

・本事業における町内に本店を有する事業者の活用 

・環境負荷低減、ライフサイクルコストの低減等 

・その他提案施設に関する概要 等 

③事業工程表【任意様式】 

※本要項１５(6)のとおり履行期間を延長した場合の工程で可。 

④価格提案書【様式第９号】 

⑤価格提案内訳書【任意様式】 

※設計、工事、工事監理ごとに、別紙「要求水準書」の内容を踏まえ

た項目内訳、積算・単価明細を記載すること。 

提出期限 令和７年１月２３日（木）正午まで 

提出先 

及び 

提出方法 

持参又は郵送により「１７ 事業担当部署」へ提出すること。持参の場

合は土日、祝日を除く午前９時から午後５時まで （最終日は正午まで）

に提出すること。郵送の場合は、一般書留又は簡易書留により提出期

限内に必着のこと。 

提出部数 １２部（正本１部とし、副本１１部は複写で可） 

※正本及び副本ともに、提出書類①～⑤を一冊のファイル１部ずつ綴
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じること。 

※別途提出書類の電子データ（PDF）も、提出期限内に電子メールにて

提出すること。 

 

１２ プレゼンテーション及びヒアリングの実施 

実施日時 令和７年１月２８日（火） 

※実施場所及び開始時間は、別途電子メールにより通知する。 

所要時間 ・プレゼンテーション ３０分以内 

・質疑応答 ２０分以内 

内容 業務執行体制、業務実績、技術提案書の要旨説明、質疑応答 

※プレゼンテーションで使用する資料は、提出された参加意向申出関

係書類及び技術提案関係書類の内容とし、新たに書き加えること及

び別の図表等を追加することはできない。 

参加者 ４人以内（本事業に携わる予定の管理技術者を含むこと。） 

その他 ・プレゼンテーションの順番は、技術提案関係書類の受理順とし、指

定時間の１５分前までに指定する控室に待機すること。 

・指定した時間に遅れた場合は、失格とする。 

・電子データを使って説明を行う場合、プロジェクター及びスクリー

ンは本町で用意するが、パソコン等必要機材は持参すること。 

・プレゼンテーションは非公開とする。 

 

１３ 審査・評価方法等 

審査・評価方法等については、次のとおりとする。 

(1) 本プロポーザルの実施に当たっては、提案者からの提出書類、プレゼンテーショ

ン及びヒアリングによる、参加資格、技術提案内容等確認、審査、評価を厳正に行

った上で、受注候補者を選定する。 

(2) 本プロポーザルの評価検討は、町職員で構成する 「菊陽杉並木公園アーバンスポ

ーツ施設等整備工事（設計・施工）公募型プロポーザル選定委員会」（以下「選定

委員会」という。）において行う。 

(3) 評価項目及び配点は、別紙１「評価項目及び配点」によるものとする。 

(4) 評価点の合計点数が最も高く優れた提案を行ったものを受注候補者とし、次に

優れた提案を行ったものを次点候補者とする。なお、最も高い合計点数が同点で２

者以上あった場合は、技術提案内容、事業者の実績、業務実施体制、見積価格の順

に評価点数を比較するものとし、全ての評価点数が同じ場合は、選定委員会で協議

の上、受注候補者及び次点候補者を決定する。 

(5) 選定委員の評価点の平均が６０点に満たない者は、受注候補者及び次点候補者

として選定しない。 

(6) 提案者が１者の場合でも審査を行う。 

(7) 評価結果 （受注候補者の名称、各提案者の評価点数）については、プレゼンテー

ション参加者に通知するとともに、町ホームページに掲載する。 

(8) 評価の経緯、結果に関する質問及び異議申し立てには一切応じない。 
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１４ 失格要件 

次に掲げる項目に該当する場合は、失格とする。 

(1) 提出書類に虚偽の記載がある場合 

(2) 提出期限を過ぎて提出書類が提出された場合 

(3) 選定委員会の委員又は関係者にプロポーザルに対する援助を直接的又は間接的

に求める等の不正な接触をした場合 

(4) 本要項「２ 事業の概要」の総事業費を超える金額で価格提案がされた場合 

(5) 契約締結までの間に参加要件を満たさないと発覚した場合 

(6) 提案にあたり著しく信義に反する行為等があった場合 

(7) その他本要項に違反した場合 

 

１５ 契約の協議及び締結 

(1) 契約内容についての協議 

受注候補者は、選定後、速やかに町と技術提案書の内容に基づく協議を行った後、

見積書を提出するものとする。町は、提案内容及び見積書をもとに、受注候補者と

契約内容についての協議を行い、当該協議の内容に基づき契約を締結する。 

なお、契約金額は、原則として、技術提案時に提出した提案価格を超えないもの

とする。ただし、町との協議において技術提案書等に記載された項目に追加等があ

った場合は、この限りでない。 

(2) 契約書の作成 

  本事業の契約については、契約書を作成する。 

(3) 仮契約及び契約の締結 

  町は、受注候補者と協議を整え、仮契約を締結する。 

  仮契約は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第５号の規定

により、町議会の議決を得たときに本契約となるが、町議会への提案は令和７年２

月を予定している。 

(4) 次点候補者との協議 

町は、受注候補者との契約内容に関する協議が不調となり契約締結が不可能と判

断した場合は、次点候補者と契約内容に関する協議を開始することができるものと

し、当該協議の内容に基づき、次点候補者と仮契約を締結するものとする。 

(5) 契約保証金 

契約を締結する者は、契約保証金として、契約金額の１００分の１０以上の額を

契約締結前に納付しなければならない。ただし、菊陽町財務規則（平成１８年規則

第１６号）第８４条第１項各号のいずれかに該当する場合には、契約保証金の全部

又は一部を免除することができる。 

 (6) 契約履行期間 

   本事業の履行期間については、現時点では令和７年３月３１日（月）までとして

いるが、契約締結後、契約に係る予算の繰越について関係機関等の承認が得られた

場合は、町と受注者との協議の上、令和８年３月１３日（金）まで延長する。 

 

１６ その他 

(1) 本プロポーザルに要する一切の費用及び契約締結に要する費用は、参加者の負担
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とする。 

(2) 本町が受領した提出書類については、返却しない。 

(3) 提出書類の提出後の修正又は変更は、原則認めない。 

(4) 提出された資料の著作権は、提案者に帰属するものとする。ただし、本プロポー

ザルに関する評価、選定、説明、公表、契約手続き等のため必要な場合は、提案者

に承諾なく無償で使用できるものとする。 

(5) 提出された書類等については、菊陽町情報公開条例及びその他関連する条例又

は規則等に基づき、取り扱う。 

(6) 本プロポーザルの手続きにおいて使用する言語、通貨及び単位は、日本語、日本

円、日本の標準時及び計量法（平成４年法律第５１号）によるものとする。 

(7) 本プロポーザルは最適な事業者を選定するためのものであり、提案内容の履行

を保証するものではない。基本設計の成果及び提案内容を基に、町及び関係者と協

議、調整を行った上で、実施設計業務、建設工事及び工事監理業務を進めること。 

(8) アーバンスポーツ施設整備区域以外の公園拡張整備工事は別途発注する。 

(9) 参加意向申出書を提出した後であっても、プロポーザル参加辞退届【様式第１１

号】を提出することにより参加の辞退を申し出ることができる。この場合において、

本案件後の本町の契約に関して不利益な扱いをしないものとする。 

 

１７ 事業担当部署（問合せ先） 

菊陽町 都市整備部 施設整備課  

〒８６９－１１９２ 

熊本県菊池郡菊陽町大字久保田２８００番地 

ＴＥＬ：０９６－２３２－６５００ 

ＦＡＸ：０９６－２３２－３６１４ 

Ｅ-ｍａｉｌ： shisetsuseibi@town.kikuyo.lg.jp  

mailto:shisetsuseibi@town.kikuyo.lg.jp
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別紙１ 評価項目及び配点 

評価項目 評価基準 配点 

業務実施体制 

・事業実施に当たっての役割分担、実施体制、人員配置等の体

制が適切であるか。 

・設計、施工、監理に必要となる資格者が配置されているか。 

5 

事業者の実績 
・アーバンスポーツ施設整備に関する同種・類似業務の実績を

有しており、事業に関するノウハウ等の活用が期待できるか。 
15 

提案内容 

・事業実施の背景や目的を踏まえ、賑わい創出にむけた創意工

夫が提案されているか。 
10 

・都市公園として環境や景観に配慮した提案となっているか。 
10 

・施設利用者（競技観覧者含む）の利便性や安全性、バリアフ

リー等に配慮した提案となっているか。 
10 

・アーバンスポーツ（スケートボード等）の全国大会や世界大

会誘致が実現可能な具体的な提案、根拠が示されているか。 
20 

・町内に本店を有する事業者の活用が図られているか。 
10 

・整備後の運用や維持管理におけるメンテナンスの容易さ、ラ

ンニングコスト抑制に創意工夫が提案されているか。 
10 

・設計から工事完了までの実施手順及びスケジュールは妥当で

あるか。 
5 

設計費、工事費、工事監理費の提案価格の積算根拠が適正に示

されているか。 
5 

 満点：100 

 ※ 配点審査基準 

   非常に優れている・・・ （配点×1.0） 

   優れている・・・・・・ （配点×0.8） 

   普通・・・・・・・・・ （配点×0.5） 

   やや劣る・・・・・・・ （配点×0.3） 

   劣る・・・・・・・・・ （配点×0.1） 

   提案、具体性がない・・（配点×0.0） 

 


